
事 業 評 価 表

作成日：平成21年05月11日事業CD. 0104101 - 05000

事 業 名 母子栄養強化事業

細事業名

関連法令・条例等 南丹市母子栄養強化事業実施要綱

事業分類： (Ｂ) ソフト事業

事 業 運 営 方 法 直 営 一 部 委 託 全 部 委 託 補 助 等

委 託 先

民間 外郭団体 ＮＰＯ 教育機関 自治会・地縁団体

その他 （
）

（平成 年度迄）

所 管 部 署 名 等

福 祉 部

健 康 課

疋田担当：141

京 都 府 南 丹 市

政策体系CD：

新規事業 時限事業

事業区分

（平成20年度実施事業）

【 事 業 の 概 要 】

①施策で目指す目標との関連付け

　医・食・住の充実と高齢者や障がいのある人の自立を支援する。

②事業を実施する必要性

　妊婦の健康を保持することで、低体重児の出生数を減らすため。低所得家庭の低体重等乳児

の健康状態改善をするため。

③未実施事項

 特になし

④他にも効果が見込める施策があるか

　第1章１　安心して子育てできるまちづくりをめざす

　　　＝ 妊娠中からの栄養状態の改善の知識の普及と啓発指導

【 前年度の評価を受けて改善した点等 】

　母体保護の目的で昭和４１年頃から、実施されてきた事業であるが、現在では妊婦の栄養状

態はよく、中には栄養過多などの妊婦もあるので事業の見直し、Ｈ２０年８月より、所得制限

を設けた。

【 事  業  費  の  推  移 】

【 主 な 支 出 の 内 訳 】

母子栄養強化事業(牛乳代等）　　　1,693千円（扶助費）
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決 算 額 ま た は 計 画 額

う ち 一 般 職 、 嘱 託 職、 臨時 職

給 与 お よ び 共 済 費 等

財
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人 件 費

事 業 費 総 額

【 近隣市町村の取り組み状況 】

　京都府下で、全妊婦に牛乳を支給している市町村は無い。所得制限を設けて牛乳支給をして

いる市町村が数箇所ある。

【 所 属 長 総 括 評 価 】

①牛乳飲料と妊婦の栄養過多・アレルギー児の増加・低体重児との相関関係について、協議し

　たが、科学的な根拠は得られていない。

②経済的困窮者で栄養状態の悪い妊婦や乳児の栄養状態改善を図る。

③所得制限実施後、申請者数は減少しているが妥当な方向と考える。

単位 平18決算 平19決算 平20決算 平21予算 平22計画
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事　業　活　動　記　録

事業ＣＤ．

政策体系ＣＤ

活動内容

母子栄養強化事業

妊婦の健康保持することで、低体重出生児数を減少する。

低所得家庭の低体重等乳児の健康状態を改善する。

Ｈ２０．７月末まで　ー全妊婦の申請妊婦

Ｈ２０．８月～　　　　ー市民税もしくは所得税非課税所帯の

申請妊婦と乳児(栄養強化を必要とする児）

母子栄養強化事業

活動結果

疋田ミツル

新規支給申請妊婦数

Ｈ20.7月末まで56件

Ｈ２０．８月～　4件

新規支給申請乳児数　2件

申請翌月から　出産３ヵ

月末まで妊婦　乳児(４ヵ

月から１歳月末まで）１人

１日につき２００ｃｃもしくは

粉乳１日３０ｇ

所管部局 福祉部

活動日または時期


